
 

 

〔海況概要〕（平成 30年 1月 4日～1 月 10日） 

今週の本県近海の表面水温は、１１～１９℃台を示し、やや低い～平年並みの水温でした。 

〔漁況概要〕（平成 30年 1月 4日～1 月 10日） 

○中小型まき網---西彼地区では、マサバなどが１日１統当たり１５トンの水揚げで、前週の  

１.７倍（前年を下回った）。五島奈留地区では、マサバなどが１日１統当たり

２トンの水揚げ（前年を下回った）。北松南部地区では、マサバなどが１日１

統当たり６トンの水揚げで、前週並み（前年を下回った）。橘湾地区では、カ

タクチイワシが１日１統当たり７トンの水揚げ（前年を下回った）。 

○イ カ 釣-------スルメイカは、対馬東岸地区では１日１統当たり９㎏の水揚げで、前週の  

７５％（前年を下回った）。ケンサキイカは、対馬東岸地区では１日１統当た

り７㎏の水揚げで、前週の２９％（前年並み）。 

○定 置 網-----五島魚目地区では、ヤズなどが１日１統当たり３８０㎏の水揚げ。北松生月地

区では、サンマなどが１日１統当たり２.６トンの水揚げ。対馬東岸地区では、

スルメイカなどが１日１統当たり４２１㎏の水揚げ。 

○一 本 釣-----北松宇久地区では、ブリが１日当たり２４４㎏の水揚げ（前年を上回った）。 

北松小値賀地区では、ヒラマサが１日１統当たり１３㎏の水揚げで前週並み

（前年並み）。 

○延  縄-------北松小値賀地区では、キダイが１日当たり１４６kg の水揚げで、前週の３.８倍

（前年を上回った）。 

〔日本海スルメイカ情報〕（漁業情報サービスセンターより） 

今期（１２/２６～１/９）の沖合イカ釣は、船凍船が竹島周辺海区及び隠岐堆から能登半島

沖で操業。一部が青森県の赤イカへシフト。氷蔵船は荒天の為休漁が多数有。沿岸イカ釣（氷蔵

船）は、壱岐・対馬及び浜田・隠岐周辺・青森県沿岸にかけて出漁した。境港基地の小型イカ釣

船 ２日５隻入港、総計１２８箱、１航海最高６０箱、平均２５.６箱、スルメ（２０入り） 

１２８箱。 

 [海面水温情報］MGDSST（人工衛星水温）気象庁発表より 
平成３０年 １月 ４日～平成３０年 １月１０日    ※人工衛星水温から下記定点水温を抜粋 
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